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監

査

委

員

て
出
席
事
務
局
織
員

事

務

局

長

高

尾

書

記

兵

藤

議

記

庄

司

て
議
事
白
昼
(
帰
一

一号
)

附
和
五
十
三
年
十
二
月
十
五
日
午
前
十
時
崩
総

臼
議
第
一
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

日
桂
第
二
会
期
。
決
定

日
橿
第
三
.
会
議
日
径
の
決
定

議
案
場
五
十
岨
号

操
業
委
員
会

会

長
選
挙
管
理
委

員
会
妥
員
長

回
復
策
幽

秋

山

鈴

木

斉

藤

議
案
第
五
十
五
号

議
案
潟
五
士
六
号

議
楽
街
五
十
七
考

議
案
策
五
十
八
号

開

Ji 恭

次

操
業
会
員
会

事

務

局

長

選
挙
管
理
妥
員
会

前
務
局
番
記
長

辺

石

原
渡

正男

監
査
事
詣
局
長
角

国

I敏 一 豊

事
務
局
長
雄
μ

議

記

議

記

敏

福鈴石

国木井

英

館
山
市
融
制
員
給
与
条
例
等
。
一
部
を
改
正

す
る
A
R
例
。
制
定

K
つ
い
て

館
山
市
災
害
住
宅
復
旧
資
金
の
貸
付
け

K

関
ナ
ゐ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
ゐ
粂
例
の

制
定

K
つ
い
て

昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
一
紋
会
計
補
正

予
算
(
第
五
号
〉

昭
和
五
十
三
年
度
鎗
山
市
凶
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
〉

昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
〈
第
二
号
)

会

午
前
十
時
二
分
閥
会

斉

。
議
長
〈
吉
田
勇
治
泌
君
〉
本
日
の
出
席
議
員
数
二
十
七
名
‘
と
れ
よ
り
昭

出
五
十
三
年
第
四
回
市
議
会
定
例
会
を
閥
会
し
、
直
ら

K
ぃ
品
目
の
会
議
を
閥

き
ま
す
e

弘厳

議

長

報

告

の

雄哲夫

。
一議
長
〈
土
問
問
勇
治
出
君
)
・
み
定
例
会
議
案
審
議
。
た
め
.
地
方
自
治
法
的
市

百
二
十
一
粂
ム
規
定

K
よ
ゐ
出
席
安
求

K
対
し
・
な
手
元
w
h

配
付
の
と
恥
タ

出
席
報
告
が
ど
ざ
い
ま
し
た
ゐ
で
御
了
承
願
い
ま
す

P

な
れ
v
・
監
査
妥
員
よ
h
y
九
月
乃
至
十
一
月
実
胞
の
監
査
。
結
果
が
報
告
さ

れ
て
か
h
y
ま
す
e

そ
れ
ぞ
れ
か
手
元

κ配
付
の
印
刷
醤

K
I
U
仰
了
承
願
い

走
す
の

巌

配

付

案

の

。
議
長
(
吉
田
勇
治
雌
君
)

付
が
あ
hu
ま
し
た
c

議
案
並
び
に
説
明
窃
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
れ
記
付
漏
れ
は
ど
ざ
い
走
せ

ん
か

c
t
i
記
付
漏
れ
な
し
と
認
め
企
す
の

本
日
。
議
必
は
な
手
元
に
配
付
。
日
程
表

K
£
h
9
行
い
走
ナ
c

会
詰
録
署
名
議
員
の
指
名

た
だ
い
ま
市
・
長
か
ら
議
案
並
び

K
説
明
沓
の
送

υ
議
ロ
尺

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

ま
す
n

臼
握
第
一
.
会
議
録
者
名
議
員
。
指
名
を
行
い

一
一
四
倍
議
員
石
井
錦
久
君

名
い
た
し
止
す
e

一
七
番
議
員
石
井
武
敏
君
、
以
上
阿
君
を
指

会

決

定

期

の

-2ー



O
議
長
〈
士
口
田
勇
治
出
君
)
日
種
第
二
、
会
期

ρ決
定
を
行
い
ま
す
の

本
定
例
会
の
会
刷

K
っ
き
.
議
会
運
営
協
議
会
。
意
見
は
‘
牛
十
二
月
十

五
日
か
-
h
H
十
二
月
二
十
三
日
H

ま
で
の
九
日
同
と
い
う
ζ

と
で
あ
'
り
ま
す

P

hv
諮
り
い
た
し
ま
す
c

会
期
を
九
日
同

K
定
め
ま
す
ζ

と

K
御
呉

d
b
b

ま
せ
ん
か
e

(
「
旧
来
訟
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

O
議
長
(
士
口
田
勇
治
脳
世
相
)
仰
呉
誌
な
し
と
認
め
ま
す
n

よ
っ
て
会
副
は
十

二
月
十
五
白
か
ら
十
二
凡
二
十
三
日
ま
で
の
九
日
山
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
e

会

日，

桂

の

決

定

O

議
長
(
土
日
間
勇
治
郎
君
)
日
淫
悦
三
.
会
訪
日
虚
ゐ
決
定
を
行
い
ま
す

P

hv
諮
り
い
た
し
ま
す
れ

hv
手
元
に
記
付
い
た
し
是
し
た
会
議
日
程
表
は
ぶ

定
例
会
の
大
体
。
日
取

b
予
定
で
あ

-U
ま
す
が
、
総
会
運
営
協
議
会
の
意
比

K
よ
b
作
成
い
た
し
£
し
た
c

山本
定
・
刷
会
を
hv
恥
む
ね
乙

ω
会
議
日
r

古
衣
に

よ

U
選
び
ま
す
と
と
も

κ、
そ
ψ

同
ぺ誠
一裂
の
追
加
、
ま
た
は
議
事
心
掛
合
等

K
よ
'
り
ま
し
て
そ
の
都
度
乙
れ
を
改
め
ゐ
こ
と
に
し
て
.
大
体
こ
φ

ょ
う

K

い
た
し
た
い
と
忠
い
ま
す
n

こ
れ

K
釧
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か

F

(
「
呉
放
な
し
」
と
川
町
ぶ
4
告
ら

b
)

。
訟
由
民
〈
吉
田
勇
治
郎
若
)
御
巣
一
訟
な
し
と
認
め
ま
す
れ
工
っ
て
会
議
川
口
径

は
決
定
い
た
し
走
し
た
c

診・5

の

上

き量

案

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

O

議
反

日
差
第
凶
.

議
案
泌
五
卜
凶

J

ヲ
乃
長
引
山
崎
議
川
市
五

十
八
号
を
一
括
し
て
-
紘
一地
と
い
た
し
士
ナ
c

提

~ 

理

由

の

説

明

0
・a長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

を
求
め
ま
す
の(

が
長
半
剖
仲
良
一
一
若
登
極
)

。
市
長
(
半
海
良
一
慈
)
.
今
日
、
乙

ζ
K
約
四
回
定
例
市
議
会
を
娼
築
い
た

し

t
し
た
と
ζ

ろ
、
議
員
各
位
に
は
、
年
末
御
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
御
参

築
い
た
だ
き
ま
し
て
誠

K
公
縮
に
存
ず
ゐ
次
第
で
あ
り
走
ナ
。

抑
承
知
の
ど
と
〈
.
去
ゐ
十
一
月
二
十
六
日
執
行
の
市
長
選
挙

K
捺
し
ま

し
て
は
.
議
員
各
位
を
は
じ
め
.
市
民
各
位
の
絶
大
な
・
9
'仰
支
援

K
よ
り
ま

し
て
、
再
び
館
山
市
。
戸
川
以
を
担
当
す
ゐ
ζ

と
と
な
・
り
ま
し
た
ζ

と
を
傑
〈

感
謝
し
て
い
る
玖
第
で
る

-D
ま
す
c

私
も
強
〈
そ
の
責
必
の
蓋
大
な
ゐ
ζ

と
を
痛
感
い
た
す
と
と
も
に
.
過
去

凶
年
川
向
山
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
心
を
婦
た

κし
て
明
る
い
豊
か
な
文
化

福
祉
郁
市

ο
建
設
K
全
力
を
傾
注
い
た
し
た
い
と
念
胤
し
て

h
v
b
ま
す
の

訂
以
伸
感
心
基
盤
は
.
も
と
よ
h
M
議
会
。
績
盤
的
な
仰
山
脚
力
な
〈
し
て
は

望
み
待
な
い
も
の
で
ゐ

U
是
す
c

今
後
と
も
よ
り
一
層
議
員
各
位

ω
絶
大
な
ゐ
州
支
援
を
湯
・
り
ま
す
よ
う
h
g

頗
い
す
る
次
術
で
あ
り
ま
す
e

さ
て
、

・4
H
上
窪
い
た
し
企
ナ
一
茶
件
は
.
一
一
紋
議
案
倒
係
二
件
.
予
算
凶

係
三
件
で
あ
h
y
主
す
れ

以
下
、
紙
一決
K
つ
い
て
仰
説
明
申
し
上
げ
ま
す

P

ま
ず
、

比政
袋
一刻
五
十
凶
J

号
館
山
訂
以
員
給
与
粂
陶
等
。
一
一
泌
を
改
正
す
ゐ

条
削

ο
測
定
に
つ
い
て
で
る
り
主
す
が
、

ζ

れ
は
、
凶
家
公
務
員
の
闘
係

K

つ
い
て

比
去
-
Q

八
片
十
一
日
付
け
人
射
能
。
勧
告
が
あ
リ
.
県
械
に
つ
い
て

は
卜
月
三
十
日
付
け
で
以
人
事
姿
員
会
ゐ
副
告
が
あ
・
り
ま
し
た
白
で
.
砕
い
山

k
h
f
き
ま
し
て
も
県
人
事
妥
員
会

ω
勧
告
内
容
を
尊
重
い
た
し
止
し
て
‘

市
長
か
ら
あ
い
さ
つ
並
び
に
提
。
余
地
由
の
説
明

-aー



般
職
職
員
の
給
与
を
改
正
し
£
う
と
す
る
と
と
等
で
あ

h
ま
ナ

F

改
正
の
主
な
も

ω
と
し
ま
し
て
、
一

一紋
職
員

K
適
崩
す
ゐ
給
料
表
そ
の
他

扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
二
期
末
手
当
の
ほ
か
.
新
給
料
表
へ

φ

切
り
替
え

K

あ
た
弓
て
は
昇
給
期
出
三
カ
月
の
延
伸
調
撃
を
行
い
、
実
質
三
・

O
九
%
の

改
定
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
n

期
末
手
当

K
つ
い
て
は
、
十
二
月
支
給
分
に
つ
い
て

0
・
一
カ
月
分
を
減

じ
よ
う
と
す
る
も
の
の
ほ
か
、
今
年
度

K
陣。り
ζ

れ
を
三
月
支
給
分
か
ら
滅

ず
ゐ
た
め
の
改
正
を
し
£
う
と
す
，Q
も
の
で
あ
h
y
ま
す

P

ま
た
.
一
一
献
職
の
剃
末
手
当
に
準
じ
、
市
長
、
期
役
、
収
入
役
並
び

K
市

議
会
議
員
に
対
す
，
Q

同
手
当
の
改
正
も
合
わ
せ
て
行
な
う
と
す
，Q
も
の
で
あ

り
ま
す
c

次

K
.
議
案
第
五
十
五
号
館
山
市
災
害
住
宅
復
旧
資
金
の
貸
付
け

K
闘
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
ナ
ゐ
条
例
の
制
定

K
つ
い
て
で
る

b
是
す
が
、
去
ゐ

九
月
定
例
市
議
会

K
K
い
て
倒
指
摘
ゐ
あ
り
ま
し
た
点

K
つ
い
て
稜
々
校
討

の
結
果
、
災
害
住
宅
復
旧
資
金
借
受
4
告
の
刺
使
を
考
え
.
貸
付
期
尚
の
延
長

を
図
ゐ
た
ゐ
、
本
条
例

ω
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
ゐ
も
の
で
あ
り
ま
す
れ

改
正
は
、
貸
付
金
額
白
限
度
‘
期
間
、
利
率
及
び
償
選
方
法
に
つ
い
て
貸

付
期
州
十
年
を
十
二
年

K
.
据
世
期
凶
一
年
を
二
年

K
改
め
よ
う
と
す
ゐ
も

。
で
、

ζ

の
粂
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
地
行
し
.
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
一

日
以
後
発
生
し
た
災
害
等
か
ら
適
肘
し
よ
う
と
す
，Q
も
ψ

で
る
'
り
ま
す
れ

次

K
、
議
案
第
五
十
六
号
館
山
市
一
紋
会
計
補
正
予
算
第
五
日
守

K
つ
い
て

で
あ

U
ま
す
が
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
二
百
九
十
ニ
グ
六
千
円
を
渇
加

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
十
六
億
九
百
七
十
七
ぷ
九
千
円
と
す
ゐ
も
ψ

で

あ
b
ま
す
c

歳
出

ω
・ジ

b
主
な
も

ω
と
い
た
し
ま
し
て
‘
総
務
銭
関
係
で
は
.
職
員
。

福
利
厚
生
を
図
る
た
め
館
山
市
職
員
互
助
会
補
助
金
と
し
て
九
百
八
十
五
ぷ

円
.
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
交
通
安
全
施
設
設
経
工
事
請
負
貨
で
三

5
五

ト
七
ぷ
九
千
円

F

民
生
針
山
凶
係
で
は
、
医
誠
心
且
及
び
付
添
看
議
人
員
ゐ
増
加
等

K
よ
る
生
活

保
一議
貨
と
し
て
凶
千
五
百
八
十
七
一々
八
千
円
c

衛
生
錐
凶
係
で
は
.
懸
案
都
業
で
あ
h
y
ま
す
衛
生
セ
ン
タ
ー
幾
設
予
定
地

め
地
質
を
制
査
す
る
た
め
の
地
質
調
査
益
託
貨
と
し
て

5
五
十
ぷ
円
c

農
林
水
産
業
貨
関
係
で
は
、
水
田
利
川
m
再
編
対
策
と
し
て
一
千
七
百
二
十

七
ぷ
七
千
円
ζ

れ
は
稲
作
転
狭
を
奨
励
す
ゐ
た
め
行
・
ジ
も
の
で
あ
h
M

ま
す
η

主
た
水
産
業
振
興
対
策
と
し
て
補
別
対
象
事
業
ゆ
地
川

K
伴
い
四
百
五
十
七

万
円

P

商
工
俊
樹
係
で
は
‘
商
工
会
誌
所
が
地
域
商
業
近
代
化
計
画
を
策
定
す
Q

た
め
の
補
助
金
と
し
て
六
百

5
円

F

土
木
火
山
係
で
は
、
ひ
げ
沼
排
水
路
ほ
か
一
件
。
下
水
路
工
事
請
負
党
六
百

七
十
ダ
円
と
現
在
郷
古
に
後
設
を
進
め
て
や

b
ま
す
市
宮
住
宅
の
特
定
工
事

追
加
に
伴
う
公
益
住
宅
建
設
工
事
請
負
い貨
と
し
て
三
百
凶
ぷ
円
台

消
防
貨
出
係
で
は
.
防
火
水
憎
建
設
工
引
ω
A
b
追
加
分
と
し
て
ニ

5
十
五

K
M

五
千
円

F

教
育
災
凶
係
で
は
、
学
校
建
設
火
と
し
て
当
初
ニ
カ
年
継
続
一製
薬
と
し
て

計
上
し
是
し
た
商
岬
中
学
後
防
音
改
栄
一事
業
を
防
衛
庁
の
補
駒
金
的
凶
係
で

五
十
凶
年
度

K
単
年
度
事
業
と
し
て
行
う
ζ

と
に
変
更
し
た
ζ

と
に
よ
ゐ
一

憾
三
千
凶
百
凶
十
二
ぷ
凶
千
円
白
減
額
及
び
凶
ψ

補
正
予
算
に
よ
'H
Y

認
め
ら

れ
た
館
山
小
学
校
佼
舎
増
築
、
神
戸
小
学
校
屋
内
選
効
場
改
築
の
両
事
業
貨

と
し
て
六
千
ニ
ヴ
ムハ
千
司
。

ζ

れ
は
.
工
刷
。
関
係
で
五
十
三
年
度
凶
割
、

五
十
凶
年
皮
六
割
の
事
業
を
一行
つ
も
ゐ
で
‘
と
れ

K
伴
い
五
十
凶
年
度
事
業

-4ー



K
つ
い
て
は
債
'必
負
担
行
為
の
補
正
に
よ
り
措
置
し
よ
う
と
ナ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
c

ま
た
、
防
衛
庁
か
ら
補
助
金
の
内
一
ホ
の
る
'
り
ま
し
た
船
形
小
学
校

及
び
幼
稚
園
防
音
改
築
工
事
の
設
計
委
託
料
と
し
て
一
千
叫
百
凶
十
一

5
九

千
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た

P

なれ
U

・
各
款

K
わ
た
h
p
人
件
貨
の
減
領
補
正
が
あ
り
ま
ナ
が
.
こ
れ
は
、

当
初
予
算

K
給
与
改
定
伐
と
し
て
五
%
を
見
込
み
予
算
計
上
い
た
し
走
し
た

が
.
~
今
年
度
県
人
事
委
員
会
が
二
・
九
五
%
の
勧
告
を
行
い
生
し
た
の
で
‘

ぶ
市

K
か
き
ま
し
て
も
.

ζ

れ
を
尊
蓋
し
て
改
定
す
み
と
と
も

K
、
常
勤
三

役
等
放
び
議
員

ω
報
酬
が
ぶ
年
六
バ
一

…
日
か
ら
改
定
さ
れ
て
か
り

t
ナ
ψ

で、

ζ

れ
ら
を
合
わ
せ
て
人
件
貨
総
額
三
千
百
凶
十
五
万
二
千
円
の
減
額
を
し
よ

う
と
す
ゐ
も
の
で
ゐ

b
ま
す
c

と
hμ

が
財
源
と
し
ま
し
て
は
、
回
、
県
支
出
金
、
地
方
債
情
一
守
山
特
定
財
源

で
三
千
二

6
八
十
五

一心
六
千
円
.
寄
付
金
七
万
円
を
も
勺
て
充
当
し
よ
う
と

す
ゐ
も
の
で
あ
:U
ま
す
c

な
し
て
地
方
債
愉
主
と
し
て
.
西
岬
中
学
校
防
音
改
築
平
楽
伎
の
減
額
及

び
館
山
小
学
校
校
舎
増
築
事
業
債
・
神
戸
小
学
校
屋
内
通
勤
場
泣
梨
事
業
債

の
追
加
が
あ
り
ま
す
c

次

K
、
宮
城
突
出
明
五
十
七
母
館
山
川
凶
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
帰

一
号

K
つ
い
て
で
あ
・
り
ま
す
が
.
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
七
百
万
円
を
追

加
し
・
歳
入
歳
出
そ
九
ぞ
札
十
凶
億
三
千
百
七
十
九
万
九
千
円
と
し
よ
う
と

す
ゐ
も
の
で
あ

U
ま
す
が
.
こ
れ
は
給
与
改
定

K
よ
ゐ
・
減
額
並
び

K
高
額
疲

養
従
一
千
七
百
ぷ
円
の
補
正
で
あ

U
ま
す
e

次

K
.
総
奈
川畑
五
十
八
号
館
山
ド
山
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
ポ
二
号

K
つ
い
て
仰
説
明
申
し
上
げ
ま
す
n

今
回
の
柿
正
は
、
水
道
日
事
業
特
別
会
計
中
収
益
的
収
入

ω
予
定
一
編
を
凶
百

七
ぷ
凶
千
円
追
加
し
、
総
績
を
三
低
五
千
七
百
凶
卜
一
万
六
千
円
と
し
.
収

益
的
支
出
白
予
定
額
を
二
千
百
六
力
六
千
円
追
加
し
.
総
領
を
四
億
三
千
六

百
七
十
八
万
一
千
円
と
し
よ
う
と
す
心
も
の
で
あ

U
ま
す
c

ま
た
、
資
込
・
的
収
入
品
以
び
支
出
に
つ
い
て
は
.
そ
れ
ぞ
れ
予
定
鎖
を
六
千

九
百
川
卜
三
ぷ
二
千
円
追
加
し
、
総
額
を
一
億
三
千
九
百
三
卜
三
-
々
三
千
円

と
し
よ
う
と
す
Q

も

ο
で
る
'
リ
去
す
c

仙
正
僚
に

hw
，Q
主
な
事
業
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、
収
益
的
支
出
で
は
、
現

在
館
山
.
山
が
認
可
を
受
け
て
い
ゐ
川
町
つ
の
水
道
事
楽
を
統
合
し
・
今
後
。
水

道
拡
張

κ吋
処
し
て
い
く
た
め

ο
経
貨
を
計
上
し
ま
し
た
n

全
た
、
資
本
的
支
出
で
は
、
山
本
浄
水
場
ゆ
改
良
工
点
、
凶
道
百
二
十
八

号
制
へ
の
東
京
電
力
保
式
会
社

K
よ
ゐ
配
電
脳
回
路
池
下
埋
設

K
伴
・
フ
記
水
管

協
同
種
変
更
工
事
等
の
経
伐
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
'
H
Y

走
す

F

以
上
、
ふ
定
例
一
山

説
会

k
h
g
い
て
上
偉
い
た
し
ま
す
各
案
件

K
つ
き
ま
し

て
の
提
袋
理
由
幻
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
.
何
と
ぞ
慎
重
な
る
御
審
議

を
鰯
h
y
ま
す
よ
う

な
胤

い
山
申
し
上
げ
、
提
占
A
A

埋
由
。
説
明
を
終

U
止
す

P

リペ誠一出火

(
古
口
問
勇
治
郎
君
)
以
上
で
市
長
の
あ
い
さ
つ
並
び

K
提
案
理
由
の

説
明
を
終
り
立
す

P

延

A 
コヨr

午
前
十
時
十
七
分
延
会

。
減
反
(
古
口
問
勇
治
郎
泊
)

h

v

諮
h
y
い
た
し
ま
す
c

本
目
白
会
議
は
ζ

れ
に
て
延
会
い
た
し
た
い
と
忠
い
止
す
c

ζ

れ
に
御
兵

訟
と
ざ

い
主
せ
ん
か

P

〈
「
呉
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
必
h
日
)

O

約
一
長
(
吉
田
記
治
郎
省
)
御
巣
議
な
し
と
認
め
ま
す
n

よ
っ
て
本
日
は
こ

九
に
て
延
会
す
，Q
ζ

と
に
決
し
士
し
た
c
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な
hv
、
明
十
六
日
及
び
十
七
臼
は
議
案
調
査
の
た

め
休
会
.
次
会
は
卜
二

月
十
八
日
午
鵡
十
時
閥
会
と
し
、
そ
の
-
議
事
は
通
告
K
よ
る
行
叫
一
般
質
崎

を
行
い
ま
ナ
の

O

本
日
の
会
議

K
付
し
た
事
件

一
.
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

一
、
会
期

ω
決
定

て

会

談
日
穫
の

決
定

一、

議
案
第
五
十
四
考
乃
至
議
案
泌
五
十
八
号

-6-
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